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十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
江
戸
は
、
天
下
の
総
城
下
町
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
口
百
万
人
余
を
擁
す
る
世
界
最
大
の
都
市
で
あ
っ
た
。
江
戸
城
は
、
江
戸
時
代
の
日本を統治する江戸幕府Ⅱ中央政府の政務の中心地であり、この城下町
の
中
心
で
あ
る
日
本
橋
は
、
経
済
や
文
化
の
受
儒
・
発
信
基
地
と
し
て
江
戸
城
と
都
市
江
戸
の
最
大
の
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の
度
重
な
る
大
火
や
関
東
大
震
災
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
際の空襲によって江戸に関する多くの歴史資料は、灰蝋に帰してしまっ
た
。
殊
に
町
方
の
古
文
書
や
古
記
録
（
以
下
、
古
文
書
と
総
称
す
る
）
に
つ
い
て
は
〈史料紹介〉
は
じ
め
に
一
伊
勢
屋
伊
兵
衛
家
の
創
業
と
歴
代
一
．
「
迫
遠
訓
」
の
成
立
と
伝
来
お
わ
り
に
凡
例は
じ
め
に
江
戸
曰
本
橋
商
人
の
記
録
ｌ
〈
に
ん
べ
ん
〉
伊
勢
屋
伊
兵
衛
幸
通
の
「
追
遠
訓
」
に
つ
い
て
（
上
）
初
代
高
津
伊
兵
衛
佐
幸
鰹節で知られる株式会社にんべんは、昭和二十三年（一九四八）三月
十七日に社名を現在のように改めるまでは株式会社高津商店といった。
株式会社高津商店となったのは大正七年十一月二日であったが、これ以
前
は
伊
勢
屋
を
屋
号
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
人
で
あ
っ
た
。
殆
ど
残
存
し
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
うした中で、僅かに残った古文書を中心とする歴史資料を探し出し、こ
れを保護する作業は、単なる日本史の研究という枠組を越えた文化遺産
の
保
全
と
い
う
視
点
か
ら
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
『追遠訓』は、〈にんべん〉の〈かつおぶし〉をキャッチ・フレーズとす
る伊勢屋・高津伊兵衛家の古文書であり、前述のような中で僅かに残っ
た江戸日本橋商人の貴重な記録である。
（澤登寛聡）
草
皆
波
奈
・
福
重
旨
乃
・
高
木
知
己
安
田
寛
子
・
筑
後
則
・
澤
登
寛
聡
伊
勢
屋
伊
兵
衛
家
の
創
業
と
歴
代
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初代の高津伊兵衛佐幸は伊勢の四日市に住む與次兵衛の次男であった。
與次兵衛の父親すなわち佐幸の祖父である高津與治兵衛は寛永年間、尾
張から勢州四日市に移り住んで雑穀・油・干鰯を商い、寛文八年（一六
八八）十一月二十八日に没した。父親の與次兵衛には二人の男子と四人
の
娘
が
あ
っ
た
。
長
男
は
、
杢
兵
術
と
称
し
て
勢
州
の
高
津
家
を
継
い
だ
。
次
男
で
あ
っ
た
佐
幸
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
三
月
十
七
日
に
誕
生
し
、
幼
名
を
伊
之
肋
と
い
っ
た
。
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
、
一
三
歳
の
と
き
、
小
舟
町
一
丁
目
の
雑
穀
商
油
屋
太
郎
吉
に
奉
公
す
る
た
め
江
戸
に
下
っ
た
。
伊
之
助
は
、
二
○
才
ま
で
太
郎
吉
に
奉
公
し
て
い
た
が
、
元
禄
十
一
年
に
油
屋
を
辞
し
、
翌
元
禄
十
二
年
、
青
物
町
の
甚
右
衛
門
の
出
居
衆
と
な
り
、
土
手
蔵
前
（
現
在
の
日
本
橘
一
丁
目
、
野
村
證
券
本
社
付
近
と
比
定
さ
れ
る
）
で
塩
干
肴
・
鰹
節
の
商
い
を
始
め
た
。
こ
の
五
年
後
の
宝
永
元
（
一
七
○
四
）
年
に
は
、
金
二
百
両
の
元
手
を
蓄
え
、
二
六
歳
に
し
て
江
戸
湊
の
中
心
地
で
問
屋
の
集
ま
る
小
舟
町
三
丁
目
に
屋
敷
を
求
め
て
鰹
節
問
屋
を
開
い
た
。
伊
之
助
は
翌
宝
永
二
年
、
通
称
を
伊
兵
衛
と
改
め
、
屋
号
を
伊
勢
屋
に
定
め
、
商
標
を
羽
と
し
た
。
こ
の
と
き
以
後
、
伊
勢
屋
の
当
主
は
代
々
伊
兵
衛
を
名
乗
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
小
舟
町
へ
の
問
屋
開
設
か
ら
間
も
な
く
伊
兵
衛
は
伊
勢
屋
仁
兵
衛
と
い
う
人
物
か
ら
、
貸
付
金
の
代
わ
り
に
加
賀
藩
前
田
家
の
干
肴
御
用
の
権
利
を
譲
り
受
け
、
家
業
を
拡
大
し
た
。
こ
の
間
、
宝
永
八
年
春
に
は
、
本
所
の
材
木
商
人
岡
田
屋
喜
兵
衛
の
娘
は
っ
を
要
っ
た
。
佐
幸
は
、
は
っ
と
の
間
に
長
男
長
太
郎
・
次
男
伊
之
助
・
長
女
い
よ
の
三
人
の
子
供
を
設
け
た
が
、
は
っ
は
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
八
月
に
死
去した。享保四年、佐幸は、はっの姉妹と再婚し、三男の長次郎を設け
る。長次郎は、伊右衛門と改め、勢州高津家に養子入りした。享保五年
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
二
代
高
津
伊
兵
衛
佐
敬
初
代
伊
兵
衛
佐
幸
の
長
男
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
、
小
舟
町
で
生
ま
れ
、
幼
名
を
長
太
郎
と
い
っ
た
。
享
保
九
年
二
月
、
一
三
歳
で
半
元
服
、
五
月
に
は
、
父
親
が
中
風
で
倒
れ
た
た
め
、
正
式
に
元
服
し
て
伊
兵
衛
と
称
し
た
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
、
小
田
原
町
の
尾
張
屋
治
郎
兵
術
の
妹
る
ん
を
妻
に
迎
え
、
翌
年
、
長
男
の
長
太
郎
を
設
け
た
が
、
る
ん
は
産
後
の
肥
立
ち
悪
く
、
元
文
四
年
、
一
七
歳
で
他
界
し、翌年、長太郎も病死した。元文五年十月、二九歳の時に病気で倒れ、
｜
時
小
康
を
得
て
、
妾
と
の
間
に
次
男
の
金
蔵
が
生
ま
れ
た
が
、
金
蔵
は
ほ
ど
な
く
病
死
し
た
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
八
月
七
日
、
三
八
歳
で
死
去
す
る
。
法
名
は
有
道
巨
寛
居
士
、
宜
雲
寺
に
葬
ら
れ
る
。
三月、瀬戸物町に鰹節の現金店を開いた。現金店は翌享保六年十一月、
火
災
に
よ
っ
て
類
焼
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
店
舗
を
土
蔵
造
り
で
再
建
し
、
本
店
も
小
舟
町
か
ら
瀬
戸
物
町
に
移
転
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
伊
兵
衛
は
小
舟
町
の
五
六
軒
の
鰹
節
問
屋
仲
間
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
が
、
大
坂
鰹
座
の
商
人
か
ら
直
接
商
品
を
買
い
付
け
る
独
自
の
ル
ー
ト
を
確
立
し
て
現
金
店
を
成
功
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
佐
幸
は
、
伊
勢
屋
伊
兵
衛
家
の
三
○
○
年
余
に
わ
た
る
経
営
の
基
盤
を
作
っ
た
。
し
かし、享保九年、中風を病み、長男の長太郎に家督を譲って無心と号し、
享
保
十
四
年
四
月
十
七
日
に
没
し
た
。
法
名
は
大
活
無
心
居
士
、
深
川
の
臨
済
宗
宜
雲寺に葬られる。
三
代
高
津
伊
兵
衛
幸
通
正
徳
四
年
二
七
一
四
）
七
月
十
五
日
に
誕
生
、
初
代
の
次
男
で
幼
名
を
伊
之
肋
一一一
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といった。享保十三年二月、元服して茂兵衛となる。兄伊兵衛佐敬を補
佐して父親死後の経営に携わり、佐敬の発病後は当主を代行した。寛保
二年（一七四二）正月三日、初代の晩年に比し店卸金が激減しているの
に危機意識を強め、番頭と相談して再建計画を立てた。また一般の消費
者向けに大坂で新たな仕入先を開拓し、合理的な仕入れのための相場帳
を作成し、不採算店の撤退などによって経営の改善を進めた。これによっ
て一六○○両にまで減少していた高津家の身代は、幸通の晩年には二万
数千両にまで増えた。延享四年（一七四七）十一月、三三歳で本所の小
松屋与兵衛の娘ためを妻に迎え、寛延二年八月の兄の死により、三代目
の伊勢屋伊兵衛を継いだ。ためとの間に男子一人と四人の娘を設けたが、
長女もんと四女むら以外は幼没した。明和元年二七六四）五月、妻と
死別した後、「追遠訓』を記す。儒学を学び、正徳四年二七一四）七
月から始まる高津家『日記』を書き始め、序文において人間の修業努力
と生死禍福の意味についての所感を述べる。また『無言語』。『福寿録』・
『養老誌』などを「高守黒」と署名して書いている。安永六年（一七七
七）正月、隠居して伊左衛門と称す。安永八年四月十七日に死去し、法
名は大術無言居士、宜雲寺に葬られた。
四
代
高
津
伊
兵
衛
伊
七
延享三年二七四六）、野州安蘇郡佐野の内田権三郎の子として生ま
れ
た
。
幼
名
を
伊
七
と
い
っ
た
。
小
僧
と
し
て
伊
勢
屋
に
奉
公
し
、
幸
通
の
目
に
と
ま
っ
て
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
六
月
二
十
六
日
、
長
女
も
ん
と
縁
組
し
て
入
り
婿
となる。この前後に名を権右衛門と改めて当主の名代をつとめ、安永六
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
年四月、四代目の伊兵衛を襲名した。四人の男子と女子一人を設けたが、
次男の多吉以外は早世した。堅実な経営で三代伊兵衛が築いた資産をさ
らに増やした。晩年は法体となり不識と号す。文化十一年二八一四）
一月二十二日に死去した。法名は宜獄宗雲居士、宜雲寺に葬られた。
五
代
高
津
伊
兵
衛
多
吉
四
代
目
の
次
男
と
し
て
安
永
七
年
七
月
十
二
日
に
出
生
し
、
幼
名
を
多
吉
と
い
っ
た。寛政三年（一七九一）十月十五日、元服して太郎兵衛と称した。寛
政九年九月四日、伊勢四日市の清水屋太兵術の娘てるを迎えて一男一女
を得るが、てろは、文化二年十一月に病没する。このため文化六年九月、
伊勢高津家六代目の伊右衛門の娘あさを後妻に迎えた。文化十一年正月、
三七歳の働き盛りで五代目の伊兵衛を襲名したが、この年の五月九日に
急逝した。法名は龍嶽自興居士、宜雲寺に葬られた。
六
代
高
津
伊
兵
衛
佐
兵
衛
天明三年（一七八三）、武州足立郡浦和の星野新肋の子として出生し
た。初め佐兵衛、後に伊左衛門と改名した。四代目の伊兵術の代から伊
勢屋に奉公していたが、文化十一年五月、五代目の多吉が急逝した後、
五代目の後妻のあさの婿となって六代目の伊兵衛を継いだ。伊兵衛は文
化十一年六月『見世取締仕法書』（上）、文化十二年正月『家内年中行事』
を
著
し
た
。
ま
た
、
天
保
年
間
に
は
鰹
節
切
手
を
発
行
し
、
伊
勢
屋
に
莫
大
な
自
己
資金調達力をもたらし、家政・経営の両面に大きな足跡を残した。有力
商人としての実力を背景に、狩野栄川・村田春海・太田南畝・可庵武清
一
一
一
一
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八
代
高
津
伊
兵
衛
吉
憲
文
政
八
年
、
牛
込
で
質
屋
を
営
む
大
坂
屋
・
大
島
茂
兵
衛
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
七
代
目
の
伊
兵
術
に
見
込
ま
れ
、
四
女
の
愛
の
入
り
婿
と
な
る
。
抜
き
ん
出
た
商
才
を
持
ち
、
嘉
永
二
年
六
月
に
七
代
目
が
没
す
る
と
伊
兵
術
を
継
い
で
八
代
目
と
な
り
、
勘
定
奉
行
池
田
播
磨
守
頼
方
（
在
任
・
嘉
永
元
年
十
一
月
八
日
～
同
五
年
三
月三十日）と関わって幕府の御用商人となり、名字帯刀を公許された。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
「
六
月
二
日
町
奉
行
申
渡
、
江
戸
町
人
共
へ
、
御
用
金
の
七
代
高
津
伊
兵
衛
文
化
三
年
五
月
十
六
日
、
五
代
伊
兵
衛
の
長
男
と
し
て
出
生
し
、
幼
名
を
太
郎
吉
と
い
っ
た
。
荏
原
郡
馬
込
村
の
菊
屋
治
良
兵
衛
の
長
女
と
く
を
妻
と
し
た
。
天
保
八
年
（
’
八
三
七
）
、
伊
兵
衛
を
継
い
だ
。
天
保
十
五
年
五
月
十
八
日
、
前
年
暮
、
炎
上
し
た
江
戸
城
本
丸
の
再
建
に
際
し
、
富
裕
商
人
と
し
て
千
両
の
割
当
金
を
上
納
し
た。弘化三（’八四六）年『新板大江戸持○長者鑑』（東都正源堂版、
三
井
文
庫
蔵
）
に
は
、
江
戸
長
者
の
前
頭
中
位
に
掲
載
さ
れ
た
。
男
子
一
人
と
娘
二
人
が
育
っ
た
が
、
男
子
龍
五
郎
を
分
家
さ
せ
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
六
月
九
日
に
没
し
て
法
名
を
賢
道
令
徳
居
士
と
し
、
宜
雲
寺
に
葬
ら
れ
た
。
らの後援者となる一方、探幽・応挙・芭蕉・抱一・一蝶などの書画収集
でも知られた。なお、『江戸買物独案内』（文政七年三月、中川芳山堂、
国立国会図書館蔵）にも褐戦され、塩干肴・鰹節問屋「伊勢屋伊兵衛」
のブランドは広く知られるようになっていた。天保八年四月四日に死去
し
、
法
名
は
大
淵
蒼
龍
居
士
、
宜
雲
寺
に
葬
ら
れ
た
。
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
九
代
高
津
伊
兵
衛
善
紹
嘉
永
五
年
、
江
鳥
屋
清
吉
の
長
男
と
し
て
出
生
し
た
が
、
伊
勢
屋
に
は
小
僧
か
ら
入
店
し
て
成
長
し
た
。
吉
懸
の
長
女
あ
や
の
婿
と
な
り
、
明
治
十
四
年
十
二
月
に
吉
懲
が
没
す
る
と
二
九
歳
で
伊
兵
衛
を
継
い
で
九
代
目
と
な
っ
た
。
明
治
十
七
年
『
東
京
府
下
日
本
橋
区
地
面
持
長
者
鑑
一
覧
』
（
松
村
仙
吉
ほ
か
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
で
は
瀬
戸
物
町
所
有
地
二
三
三
五
・
四
八
坪
を
所
有
し
、
東
京
為
替
会
所
の
初
代
役
員
な
ど
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
て
い
る
。
明
治
三
十
二
年
、
四
七
歳
で
八
代
目
伊
兵
衛
吉
懸
の
四
男
松
吉
に
当
主
を
識
り
、
神
田
駿
河
台
に
洋
館
を
建
て
て
隠
居
し
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
二
月
十
二
日
に
死
去
、
法
名
は
瀞
永
玄
昌
居
士
、
宜
雲寺に葬られた。
件」（『大日本古文書幕末外国関係文書之六』、東大史料編纂所）および
同
年
刊
『
東
都
長
者
鑑
』
（
梅
井
堂
発
梓
、
高
津
家
蔵
）
に
は
、
御
用
金
千
五
百
両
上
納
の
記
録
が
あ
る
。
安
政
七
年
（
一
八
六
○
）
三
月
十
七
日
に
は
『
見
世
取
締
仕
法
書
』
（
下
）
を
制
定
す
る
。
大
政
奉
還
・
廃
藩
置
県
に
よ
り
幕
府
・
諸
大
名
へ
の
売
掛
金
・
貸
付
金
・
御
用
金
が
回
収
不
能
と
な
っ
た
が
、
家
産
縮
小
の
危
機
を
凌
い
だ
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
『
高
名
三
福
対
』
（
三
井
文
庫
蔵
）
で
健
在
を
示
し
、
明
治
九
年
『
持
丸
俳
優
力
量
競
」
（
梅
堂
国
政
筆
、
鈴
木
久
次
郎
刊
、
高
津
家
蔵
）
で
は
勧
進
元
と
な
っ
て
い
る
。
五
男
三
女
を
も
う
け
た
が
、
長
男
と
三
男
は
早
世
、
次
男
は
横
浜
の
酒
屋
茂
木
家
に
養
子
に
入
り
、
四
男
・
五
男
は
幼
少
の
た
め
、
長
女
に
婿
を
と
り
後
継
と
し
た
。
明
治
十
四
年
十
二
月
八
日
に
死
去
し
、
法
名
は
瑞
巌
道
英
居
士
、
宜
雲
寺
に
葬
ら
れ
た
。
一
四
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二
代
高
津
伊
兵
衛
義
和
一
○
代
伊
兵
衛
松
吉
の
長
男
と
し
て
明
治
三
十
八
年
二
九
○
五
）
八
月
十
六
日
に生まれた。父親が急逝したため、明治四十年四月にわずか一歳八か月
で二代伊兵衛を継いだ。隠居していた九代目の善紹が後見人となった。
明治四十四年の『人事興信録三版』（人事興信所、国立国会図書館蔵）
によれば、六歳の高津伊兵衛の直接国税は七三四○円である。大正七年
二九一八）十一月、元禄以来の鰹節商人高津伊兵衛は資本金百万円の
株
式
会
社
高
津
商
店
へ
と
改
組
し
、
二
代
伊
兵
衛
が
、
ま
だ
、
慶
応
大
学
に
在
学
中であったため、八代目伊兵衛の五男である高津六平が社長に就任した。
一
○
代
高
津
伊
兵
衛
松
吉
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
、
八
代
目
伊
兵
術
の
四
男
と
し
て
出
生
し
た
。
中
井
銀
行
の
中
井
新
右
衛
門
の
娘
し
ん
を
妻
に
迎
え
、
男
子
一
人
と
三
女
を
設
け
た
。
明
治
三十二年、高津家を継ぐ。明治三十七年六月、日露戦争用の戦時非常食
として陸軍の樋秣廠から大量の鰹節を受注した。このとき、（にんべんが）
「破産に瀕したる旨、一、この新聞が記載したる為、忽ち世間へ伝播し
（中略）同店へ取付に来る者移しく」（「都新聞」六月十八日付、『新聞集
成明治編年史第十二巻、日露戦争期（目明治三十六年至明治三十八年迄）
と、鰹節切手をもった群集が押し寄せ、取り付け騒ぎに発展したが、松
吉は、一日で五万四○○○円分の切手を現品に引き換えて対応に奔走し、
三日後には騒ぎを鎮静化させた。これにより逆ににんべんの信用力が確認
され、鰹節切手の売り上げがさらに増大したと伝えられる。明治四十年
四
月
四
日
に
四
○
歳
で
死
去
し
た
。
法
名
は
仁
道
宗
鑑
居
士
、
宜
雲
寺
に
葬
ら
れ
た
。
江
戸
日
本
橘
商
人
の
記
録
『迫遺訓』の成立
『追遠訓』は、伊勢屋第三代目の当主である高津伊兵衛幸通によって
書き道された。幸通は、正徳四年（一七一四）七月十五日、江戸日本橋
において初代高津伊兵衛佐幸の次男として誕生した。幼名を伊之肋、元
服して茂兵衛といった。寛延二年（一七四九）年八月七日、三八歳の時、
一
二
代
高
津
伊
兵
衛
明
義
昭和十年十一月十五日、二代伊兵衛義和の長男として出生、昭和三
十三年三月、青山学院大学を卒業、昭和三十五年一月十五日、株式会社
にんべん入社、昭和四十五年七月二十四日付で戸籍名高津明義を高津伊
兵衛と変更、一二代の高津伊兵衛を襲名し、昭和五十二年四月、代表取
締役社長に就任して現在に至る。
（筑後則）
大正十二年九月一日、関東大震災によって享保六年（一七二一）十一月
以来の土蔵店舗は焼失した。これを契機に店員の服装を洋装化し、翌十
三年、社屋を再建した。昭和六年（一九三一）、一一代目の伊兵衛が高
津商店の第二代社長に就任し、以後、高津航空工業・玉川航空工業・メ
ナド造船。拓南産業・品川白煉瓦株式会社などの役員を兼任した。この
間、東京中野の浅田政吉の長女倫子を妻に迎え、男子一人．女子一人を
得る。昭和二十三年三月、社名を「株式会社にんべん」に変更した。昭
和二十六年、社長を退任し、相談役に就任した。昭和四十五年四月四日
に死去。法名は大悟宗観居士、宜雲寺に葬られる。
二
『
追
遠
訓
』
の
成
立
と
伝
来
一
五
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草
案
と
は
、
基
本
的
に
は
Ａ
本
の
自
序
を
除
い
た
本
文
で
あ
り
、
こ
れ
が
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
五
月
十
六
日
に
完
成
し
た
。
自
序
の
部
分
は
、
年
月
日
付
に
も
あ
る
よ
う
に
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
七
月
十
五
日
に
執
筆
が
完
了
し
た
。
そ
し
て、この完了した草案と自序を纏めたのがＡ本である。
兄にして二代目である伊兵衛佐敬の死去に伴って高津家の第三代目当主
となり、通称の伊兵衛を襲名した。
『
追
遠
訓
』
は
、
自
序
の
執
筆
完
了
を
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
七
月
十
五
日
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
幸
通
の
五
二
歳
の
誕
生
日
に
あ
た
っ
て
い
る
。
幸
通
は
、
み
ず
か
ら
の
誕
生
日
を
も
っ
て
自
序
の
完
成
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
筑
後
則
氏
か
ら
は
、
こ
の
自
序
の
完
成
の
日
は
、
孟
蘭
盆
会
の
日
で
も
あ
り
、
幸
通
は
、
自
序
の
完
成
を
も
っ
て
先
祖
供
養
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
を
戴
い
た
が
、
こ
れ
も
、
自
序
の
執
筆
完
了
を
考
え
る
際
の
重
要
な
動
機
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
高
津
家
は
、
正
徳
四
年
七
月
十
五
日
か
ら
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
十
一
月
四
日
ま
で
の
日
々
の
出
来
事
を
誌
し
た
『
日
記
』
を
所
蔵
す
る
。
こ
の
『
日
記
』
の
宝
暦
十
四
年
五
月
十
六
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
「
追
遠
訓
草
案
の
ミ
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
追
遠
訓
自
序
」
を
除
く
『
追
遠
訓
』
の
本
文
の
草
案
だ
け
が
完
成
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
年
は
六
月
二
日
を
も
っ
て
明
和
と
改
元
さ
れ
た
が
、
こ
の
明
和
元
年
十
一
月
晦
日
の
条
に
は
「
追
遠
鑑
成
」
る
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
前
述
の
自
序
の
執
筆
終
了
と
併
せ
る
と
『
追
遠
訓
』
の
完
成
に
は
次
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
があった。
宝
暦
十
四
年
五
月
十
六
日
草
案
の
完
成
（
本
文
）
明
和
元
年
七
月
十
五
日
自
序
の
完
成
（
Ａ
本
の
成
立
草
案
十
自
序
）
明
和
元
年
七
月
十
五
日
自
序
の
完
成
（
Ａ
本
の
成
立
明
和
元
年
十
一
月
晦
日
浄
書
の
完
成
（
Ｂ
本
の
成
立
）
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
Ａ
本
を
ベ
ー
ス
と
し
て
完
成
し
た
の
が
、
明
和
元
年
十
一
月
晦
日
に
成
っ
た
『
追
遠鑑』である。この完成には、約四か月半の月日を必要としたようであ
る。前述した高津家の「日記』では、「追遠鑑成」ると述べていた。
で
は
、
な
ぜ
ゆ
え
幸
通
は
、
Ａ
本
と
し
て
の
自
序
・
草
案
の
完
成
か
ら
Ｂ
本
の
完
成
ま
で
約
四
か
月
半
も
要
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
四
か
月
半
の
期
間
を
浄
書
本
の
製
作
期
間
と
考
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
期
間
、
幸
通
は
、
完
成
し
た
草
案
本
と
し
て
の
Ａ
本
を
、
た
と
え
ば
書
家
の
よ
う
な
文
字
の
筆
耕
を
専
門
の
職
業
と
す
る
人
物
に
渡
し
、
こ
れ
を
浄
書
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
草
案
本
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
『
追
遠
鑑
』
が
「
成
」
ろ
ま
で
に
日
数
を
要
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
て
い
た
の
だ
と
み
た
い
。
明
和
元
年
十
一
月
晦
日
は
、
浄
脅
本
の
出
来
上
が
っ
た
日
で
あ
り
、
『
追
遠
訓
」
Ｂ
本
の
完
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
完
成
し
た
『
追
遠
訓
』
は
外
題
や
自
序
に
あ
る
● 
● 
ように、「追遠訓」ではなく「追遠鑑」とも書かれた。「訓」は、教え導
い
た
り
、
戒
め
た
り
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
鑑
」
に
も
手
本
と
か
模
範
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
両
者
の
意
味
は
互
い
に
通
じ
合
っ
て
い
る
。
幸
通
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
『
追
遠
訓
』
を
『
追
遠
鑑
』
と
も
称
し
た
と
い
え
る
。
なお、高津家は、『追遠訓』と呼び慣わしており、『追遠鑑』とは称さ
な
い
。
以
下
、
本
稿
も
、
こ
れ
に
従
っ
て
「
追
遠
訓
』
と
し
て
お
き
た
い
。
自
序
に
み
る
執
筆
の
趣
旨
次
に
、
幸
通
が
、
こ
の
『
追
遠
訓
』
と
い
う
記
録
を
書
き
残
し
た
動
機
を
探
っ
て
きたい。幸通は、「追遠訓自序」の中に次のように言う。
追
遠
訓
自
序
一一ハ
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甲申の五月四日変死す、然輌麹年巳に老日一子少ふ也、柵ハ我没後、
（明和元年）
子
孫
を
し
て
、
此
家
の
来
由
を
知
し
む
る
者
な
く
、
昭
穆
不
審
、
先
祖
の
祭
祀
を
廃
せ
ん
ど
を
、
故
に
敬
て
祖
考
よ
り
霊
位
年
月
を
箸
し
、
加
粗
其
行
事
を
述
て
遺
之
、
瑳
乎
、
子
孫
我
質
行
の
不
善
を
視
て
職
を
引
、
自
僻
惰
者
あ
ら
ん
か
、
然
と
い
へ
と
も
、
先
人
、
此
家
業
を
創
給
ふ
ど
の
容
易
な
ら
さ
ろ
を
察
ハ
、
遠
を
追
ひ
、
家
を
齋
、
身
を
脩
の
一
助
な
ら
ん
而
巳
、
明
和
元
年
甲
申
七
月
十
五
日
高
津
伊
兵
衛
幸
通
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
五
月
四
日
、
幸
通
の
妻
が
死
去
し
た
。
妻
の
死
に
遭
遇
し
た
幸
通
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
自
分
も
す
で
に
年
老
い
て
し
ま
っ
た
。
子
供
も
少
な
い
。
お
そ
ら
く
、
自
分
が
死
ん
だ
後
は
、
高
津
家
の
来
歴
を
家
族
や
親
族
に
知
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
子
や
孫
達
は
い
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
高
津
家
先
祖
代
々
の
霊
位
の
詳
し
い
席
次
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
柧
先
へ
の
祭
祀
も
廃
れ
て
し
ま
う
心
配
が
あ
る
。
そ
こ
で
高
津
家
の
代
々
の
霊
位
や
縁
の
深
い
人
達
の
没
年
月
日
・
法
名
や
事
績
を
祖
父
の
代
よ
り
書
き
残
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
子
孫
は
、
こ
れ
を
読
ん
で
祖
先
の
行
い
を
質
し
、
人
と
し
て
の
生
き
方
に
背
く
行
為
が
あ
っ
た
と
感
じ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
を
戒
め
と
し
て
生
き
て
い
く
と
よ
い
。
人
は
自
然
と
心
が
ゆ
る
ん
で
物
事
を
疎
か
に
す
る
事
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
、
こ
れ
を
読
む
と
家
業
を
創
め
る
と
い
う
営
み
が
い
か
に
容
易
な
ら
ざ
る
事
業
で
あ
っ
た
の
か
が
察
せ
ら
れ
、
心
の
緩
み
を
戒
め
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
録
は
、
子
孫
の
人
達
が
、
遠
く
に
あ
る
先
祖
の
営
み
を
知
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
心
身
を
修
め
て
家
の
祭
祀
を
怠
り
な
く
勤
め
る
事
を
念
願
し
て
認
め
た
。
こ
れ
を
読
む
と
幸
通
の
子
孫
の
人
々
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
愛
情
と
配
噸
を
感
じ
江
戸
日
本
橘
商
人
の
記
録
『
追
遠
訓
』
の
三
種
類
の
伝
本
高津家に伝来する『追遠訓』は、現時点で三種類が確認できる。以下、
こ
れ
ら
三
種
類
の
伝
本
に
、
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
と
い
う
分
類
記
号
を
付
与
し
た
。
結
論
を
先に言えば、Ａ本は、幸通の筆になる草案本であり、Ｂ本は、Ａの草案
本を基に作成した浄書本である。また、Ｃ本は、草案本か浄書本を途中
ま
で
写
し
た
未
完
本
で
あ
る
。
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
追
遠
訓
』
は
、
高
津
家
三
代
目
の
伊
兵
術
幸
通
が
、
家
業
を
中心として家をよりよく修めてくれる事を念願し、幸通の祖父以来の人々
の
事
蹟
を
子
孫
に
書
き
遺
し
た
記
録
だ
と
い
う
点
が
沸
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
なお、、幸通は二○才から三○才前後にかけて未から伝わった儒学すな
わち米子学を学び親しんでいた。このような点から『追速訓』の「追遠」
とは、『論語』の「学事篇」にある「曽子曰、慎レ終追レ遠、民徳帰し厚突」
Ⅱ「曽子曰く、終わりを慎み、遠きを追えば、民の徳、厚きに帰す」と
そ
う
し
そ
う
し
ん
し
よ
い
う
文
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
曽
子
が
曽
参
（
子
輿
）
と
い
う
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
の
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
の
上
に
立
つ
人
物
が
親
の
葬
礼
に
心
を
込
め
、
ま
た
、
先
祖
の
祭
祀
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
け
れ
ば
、
人
々
も
お
の
ず
か
ら
感
化
さ
れ
、
社
会
も
、
祖
先
の
祭
祀
を
大
切
に
す
る
良
き慣習が形成されて行くという曽子の一言葉である。
そして、この言葉は、幸通が「追遠訓自序」で述べる『追遠訓』の執
筆
趣
旨
と
も
通
底
し
て
い
る
。
儒
学
に
親
し
ん
だ
幸
通
は
当
然
に
も
『
論
語
』
の
「学而篇」を幾度となく読んだであろう。それゆえ、こうした言葉が、
幸
通
に
深
い
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
の
は
極
め
て
自
然
な
見
方
と
い
え
よ
う
。
一
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これらについて調査で知り得た若干の情報を記録しておきたい。まず、
こ
れ
ら
の
法
量
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ａ
本
縦
二
九
・
三
ｍ
×
横
二
○
・
二
ｍ
五
六
丁
（
表
紙
共
）
草
案
本
Ｂ
本
縦
二
八
・
二
ｍ
×
横
二
○
・
五
ｍ
五
六
丁
（
表
紙
共
）
浄
書
本
Ｃ
本
縦
二
八
・
一
ｍ
×
横
一
九
・
九
ｍ
二
四
丁
（
表
紙
共
）
未
完
本
次
に
、
こ
れ
ら
の
題
名
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
外
題
を
見
る
と
Ａ
本
は
、
表
紙
の
左
端
上
部
に
直
接
「
追
遠
訓
上
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
本
は
、
「
追
遠
訓
上
」
と
記
さ
れ
た
題
菱
が
表
紙
中
央
に
張
り
込
ま
れ
て
い
る
。
Ｃ
本
は
、
題
が
Ａ
本
と
同
じ
く
表
紙
の
左
端
上
部
に
直
接
、
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
Ｃ
本
の
タ
イ
ト
ル
は
、
Ａ
本
と
も
Ｂ
本
と
も
異
な
り
、
「
高
津
家
迫
遠
訓
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
Ｃ
本
は
、
現
物
を
見
た
限
り
で
は
、
後
年
の
写
本
の
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
、
草
案
本
か
浄
書
本
の
ど
ち
ら
か
を
途
中
ま
で
し
か
写
し
て
い
な
い
未
完
成
本
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
面
、
調
査
の
対
象
か
ら
は
ず
し
た
。
Ａ
本
。
Ｂ
本
の
内
題
に
は
、
首
題
に
「
追
遠
訓
自
序
」
と
あ
る
。
ま
た
、
本
文
の
題
に
は
「
追
遠
訓
巻
之
上
」
と
あ
る
。
尾
題
に
は
「
追
遠
訓
巻
之
上
終
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
追
遠
訓
』
の
Ａ
本
。
Ｂ
本
に
は
、
表
紙
と
本
文
と
文
末
の
タ
イ
ト
ル
に
「
上
」
な
い
し
「
巻
之
上
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
に
「
巻
之
中
」
あ
る
い
は
「
巻
之
下
」
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
存
在
し
た
と
い
う
伝
聞
も
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
こ
の
記
述
は
、
こ
れ
ら
の
巻
が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
幸
通
が
、
自
分
自
身
で
、
こ
の
「
巻
之
上
」
の
続
き
を
瀞
き
継
ご
う
と
考
え
て
い
た
か
、
子
孫
の
う
ち
の
誰
か
が
、
「
巻
之
上
」
の
続
き
を
書
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
最
も
重
視
さ
れ
て
き
た
Ａ
本
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
Ａ
本
を
、
自
筆
本
と
み
る
か
、
第
三
者
に
よ
る
写
本
と
み
る
か
で
あ
る
。
高
津
家
で
は
毎
年
正
月
、
家
族
・
親
族
・
従
業
員
が
集
ま
っ
て
年
始
の
儀
礼
を
す
る
。
こ
れ
は
、
創
業
以
来
の
歴
代
の
当
主
と
家
族
・
親
族
、
従
業
員
、
関
係
者
の
労
苦
に
報
い
、
新
年
に
あ
た
っ
て
気
持
を
新
た
に
再
出
発
を
は
か
ろ
う
と
す
る
趣
旨
で
催
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
追
遠
訓
」
は
、
こ
の
場
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
Ａ
本
で
あ
る
。
Ａ
本
は
、
ま
た
、
三
秘
類
の
伝
本
の
中
で
、
料
紙
や
装
頓
が
最
も
上
質
で
、
見
る
か
ら
に
見
栄
え
が
よ
い
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
こ
れ
ら
が
『
過
遠
訓
』
と
い
え
ば
Ａ
本
だ
と
い
う
雰
囲
気
を
生
み
出
し
て
き
た
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
Ａ
本
が
幸
通
の
自
筆
本
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
理
由
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
昔
の
社
史
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
の
も
Ａ
本
で
あ
り
、
最
近
、
刊
行
さ
れ
た
社
史
ヨ
筋
の
道
』
（
株
式
会
社
に
ん
べ
ん
発
行
一
九
九
九
年
初
秋
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
も
Ａ
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
高
津
家
は
、
Ａ
本
を
最
も
大
切
に
取
り
扱
っ
て
き
た
。
『
追
遠
訓
』
と
い
え
ば
Ａ
本
で
あ
る
と
い
う
の
が
高
津
家
で
の
暗
黙
の
前
提
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
Ａ
本
は
、
年
始
の
儀
礼
、
す
な
わ
ち
、
当
主
・
家
族
・
親
族
・
従
業
員
な
ど
が
一
同
に
集
ま
っ
た
時
の
儀
礼
や
高
津
家
の
記
念
事
業
な
ど
の
際
、
大
切
に
使
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
Ａ
本
の
筆
跡
と
後
筆
Ａ本の筆跡は、幸通が別に書いたと伝えられる文書の筆跡と比較して
一
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浄
書
本
と
し
て
の
Ｂ
本
Ｂ
本
は
浄
書
本
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
は
、
書
法
上
の
い
く
つ
か
の
特
徴
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
文
字
の
書
き
継
ぎ
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
今
日
で
い
え
ば
、
句
読
点
を
打
つ
べ
き
箇
所
で
、
文
字
を
書
き
継
い
で
い
る
。
平
仮
みると類似性が高い。このことからＡ本は幸通の自筆本と見てよいと判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ａ
本
に
は
浄
書
本
で
あ
る
Ｂ
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
文
字
の
蕊
法
や
文
章
の
書
式
を
意
識
的
に
整
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
Ａ
本
は
幸
通
の
筆
に
な
る
自
筆
の
草
案
本
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
子
細
に
検
討
し
て
み
る
と
Ａ
本
に
は
訓
点
・
読
み
仮
名
・
送
り
仮
名
な
ど
が
後
筆
と
し
て
数
次
に
わ
た
っ
て
追
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
年
始
の
儀
礼
や
記
念
事
業
の
た
め
、
子
孫
の
人
々
が
数
次
に
わ
た
っ
て
書
き
加
え
た
の
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
訓
点
・
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
は
、
い
つ
、
ど
の
時
点
で
、
誰
が
振
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ま
、
こ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
全
面
的
な
回
答
を
引
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
幸
い
に
し
て
Ａ
本
も
Ｂ
本
も
、
当
初
の
筆
の
部
分
は
、
仮
名
表
記
の
若
干
の
違
い
や
一
部
の
記
述
を
除
け
ば
、
記
戟
内
容
が
本
文
・
頭
注
と
も
に
大
幅
な
異
同
が
な
い
。
両
者
の
違
い
を
敢
え
て
言
え
ば
、
Ａ
本
は
、
Ｂ
本
よ
り
多
く
の
後
筆
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
Ａ
本
は
、
後
述
す
る
Ｂ
本
を
翻
刻
し
た
後
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
改
め
て
翻
刻
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
Ａ
本
は
、
後
筆
を
検
討
し
、
一
定
の
結
論
を
得
た
後
、
史
料
と
し
て
活
用
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
以
上
、
本
稿
で
は
『
追
遠
訓
』
の
作
者
で
あ
る
高
津
伊
兵
衛
幸
通
と
高
津
家
歴
代
の当主について紹介し、『追遠訓』の成立と伝来について検討してきた。
重
複
す
る
が
、
「
追
遠
訓
』
の
成
立
と
伝
来
に
関
し
、
若
干
の
整
理
を
試
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
名
も
、
一
つ
の
音
の
平
仮
名
が
さ
ま
ざ
ま
な
漢
字
を
語
源
と
す
る
変
体
仮
名
で
書
き
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
文
字
を
美
し
く
見
せ
よ
う
と
す
る
伝
統
的
な
書
体に則って書かれている。文中に引用されている二札之事」・「手形之
事」・「證文之事」などの文書類は、それがまるで手形や證文の見本のよ
う
に
、
当
時
の
書
札
礼
の
書
法
に
則
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
多
く
の
特
徴
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
取
り
敢
え
ず
、
Ｂ
本
は
、
幸
通
が
、
浄
書
本
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
た
め
だ
け
で
あ
る
の
で
、
右
の
指
摘
だ
け
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
う
い
っ
た
類
の
写
本
を
自
分
自
身
で
作
る
と
本
文
の
最
後
に
、
作
製
の
年
月
日
や
作
製
者
を
書
き
入
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
Ｂ
本
に
は
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
Ａ
本
の
完
成
か
ら
Ｂ
本
の
完
成
ま
で
約
四
か
月
半
の
期
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
Ｂ
本
は
、
幸
通
が
、
草案本としてのＡ本を完成させた段階で、書家のような人物に貸し出し、
この人物に清書させた可能性が高いのではないかとすでに述べた。以上
の
点
か
ら
Ｂ
本
は
、
草
案
本
の
Ａ
本
を
基
礎
と
し
た
浄
書
本
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
（澤登寛聡）
お
わ
り
に
一
九
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現在、『追遠訓』の伝本は高津家に三種類ある。これをＡ本。Ｂ本。
Ｃ本としておいた。Ａ本としたのは幸通の筆と考えられる草案本である。
草案の本文の成立は宝暦十四年（一七六四）五月十六日であり、自序の
完成は、同じ年の明和元年（一七六四）七月十五日である。草案本は、
こ
の
自
序
の
執
飛
の
修
了
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
完
成
の
後
、
幸
通
は
、
こ
れ
を
躯
耕
を
専
門
と
す
る
書
家
の
よ
う
な
人
物
に
渡
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明
和
元
年
十
一
月
晦
日
に
完
成
し
た
の
が
浄
書
本
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
Ｂ
本
と
し
た
。
Ｃ
本
は
、
現
物
を
見
た
限
り
で
は
、
後
年
の
写
本
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
草
案
本
か
浄
書
本
の
ど
ち
ら
か
を
途
中
ま
で
し
か
写
し
て
い
な
い
未
完
本
な
の
で
、
当
面
、
調
査
の
対
象
か
ら
は
ず
し
た
。
Ａ
本
の
草
案
本
は
、
Ｂ
本
の
浄
轡
本
を
製
作
す
る
た
め
の
基
本
資
料
と
な
っ
た
。
草
案
本
は
明
和
元
年
七
月
十
五
日
の
段
階
で
一
応
の
完
成
を
み
て
い
た
が
、
浄
書
本
を製作する過樫で、依頼人である幸通は、筆耕した人物の問い合わせに
答
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
草
案
本
に
は
、
こ
の
回
答
が
、
後
筆
と
し
て
書
き
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
草
案
本
は
一
定
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
主
た
る
変
更
点
は
送
り
仮
名
・
読
み
仮
名
・
訓
点
の
表
記
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
Ａ
本
に
は
、
こ
れ
が
後
筆
・
異
筆
と
し
て
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ
本
に
も
、
筆
耕
し
た
人
物
の
幸
通
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
部
は
本
文
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
残
り
の
一
部
は
、
後
舗
と
し
て
書
き
加
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
草
案
本
と
し
て
の
Ａ
本
に
は
、
高
津
家
の
子
孫
が
、
『
追
遠
訓
』
を
事
あ
る
毎
に
読
む
た
め
に
書
き
加
え
た
後
筆
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
高
津
家
の
人
々
が
幸
通
の
筆と伝えられるＡ本を最も大切に取り扱ってきた結果である。高津家の
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
人
々
は
、
浄
書
本
で
は
な
く
、
幸
通
の
筆
に
な
る
が
ゆ
え
に
、
草
案
本
と
し
て
の
Ａ
本
を
殊
に
大
切
に
取
り
扱
い
、
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
読
む
た
め
に
少
な
か
ら
ざ
る
書
き
込
み
を
残
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
浄
書
本
と
し
て
の
Ｂ
本
は
、
幸
通
の
筆
で
は
な
い
た
め
、
高
津
家
で
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
書
き
込
み
も
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
事
摘
が
幸
い
し
て
Ａ
本
。
Ｂ
本
の
当
初
の
筆
跡
を
探
り
出
し
、
こ
れ
と
後
筆
と
の
関
係
を
読
み
取
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
古
文
書
と
し
て
草
案
本
と
浄
書
本
は
各
々
、
固
有
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
Ａ
の
草
案
本
は
、
三
代
目
の
当
主
が
、
み
ず
か
ら
の
筆
を
染
め
て
ま
と
め
た
自
分
の
家
の
歴史であり、家や親族・同族の人々にとっては、みずからのアイデンティ
テ
ィ
を
示
す
た
め
の
証
拠
資
料
と
い
え
る
。
一
方
、
Ｂ
本
の
浄
書
本
は
、
幸
通
の
筆
で
は
な
い
に
せ
よ
、
後
筆
や
異
筆
の
少
な
く
な
い
草
案
本
の
成
り
立
ち
を
明
ら
か
に
し
、
草
案
本
が
浄
書
本
と
し
て
成
立
し
た
時
点
を
示
す
貴
重
な
文
害
と
い
え
る
。
今
回
、
翻
刻
す
る
の
は
Ｂ
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
っ
て
Ｂ
本
の
ほ
う
が
Ａ
本
よ
り
後
筆
・
異
筆
が
す
ぐ
な
く
、
翻
刻
し
や
す
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
翻
刻
を
基
礎
と
し
て
更
な
る
検
討
を
深
め
、
Ａ
本
の
翻
刻
を
進
め
て
い
く
必
要
がある。
（澤登寛聡）
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』
（
一
九
三
八
年
来
京
鰹
節
問
屋
組
合
）
。
現
代
経
営
研
究
所
編
『
か
つ
お
節
物
語
ｌ
日
本
の
味
か
ら
世
界
の
味
へ
ｌ
』
（
一
九
七
九
年
に
ん
べ
ん
発
行
）
。
株
式
会
社
に
ん
べ
ん
編
。
筋
の
道
』
（
一
九
九
九
年
に
ん
べ
ん
発
行
）
。
吉
田
賢
抗
『
論
語
」
（
新
釈
漢
文
大
系
一
九
七
二
年
明
治
瀞
院
）
。
高津伊兵衛家所蔵文書。
二
○ 
Hosei University Repository
追記『
追
遠
訓
」
の
閲
覧
と
調
査
に
御
協
力
戴
き
ま
し
た
株
式
会
社
に
ん
べ
ん
社
長
・
第
一
二
代
当
主
高
津
伊
兵
衛
氏
に
心
か
ら
の
お
礼
を
申
し
述
べ
ま
す
。
ま
た
、
専
務
取
締
役
秋
山
洋
一氏から並々ならぬご助力を賜りました。記して謝意を表す次第です。
旧
字
・
異
体
字
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
‐
屋
号
な
ど
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
通
り
と
し
た
。
本史料は、高津伊兵衛（株式会社にんべん社長）家所蔵の『追遠訓』
の
翻
刻
で
あ
る
。
翻
刻
し
た
『
追
遠
訓
』
は
浄
薔
本
と
推
定
し
た
史
料
で
あ
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
原
本
の
体
裁
を
重
視
す
る
よ
う
努
め
た
。
ただし、判読の便宜をはかるため、読点「、」と中点「・」を付した。
ま
た
、
月
や
日
の
傍
ら
に
年
号
や
月
を
（
）
を
付
け
て
補
足
し
た
。
誤
字
と
思
わ
れ
る
字
句
に
つ
い
て
は
、
傍
ら
に
（
マ
マ
）
と
す
る
か
、
適
切
と
思
わ
れ
る
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
を
（
）
中
に
示
し
た
。
な
お
、
宛
字
に
つ
い
て
は
特
に
訂
正
を
施
さ
な
か
っ
た
。
旧
字
・
異
体
字
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
人
名
・
戒
名
。
凡
例変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
現
在
の
平
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
助
詞
の
「
者
」
（は）、「江」Ⅱ（へ）、「而」Ⅱ（て）、「一一」Ⅱ（に）、「与」Ⅱ（と）
な
お
、
こ
の
古
文
書
講
読
会
は
、
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は
い
ず
れ
も
参
加
当
時
の
所
属
で
あ
る
が
、
近
藤
聡
美
・
井
上
拓
巳
（
法
政
大
学
文
学
部
学
生
）
、
木
村
涼
・
若
曽
根
了
太
・
川
上
真
理
・
大
槻
麻
英
・
大
橘
賢
一
・
黒
沢
学
・
黒
川操（法政大学大学院学生）、尾本師子（学習院大学大学院学生）・武田術
二郎（東京都世田谷区郷土博物館学芸風）であった。
江
戸
日
本
橘
商
人
の
記
録
（表紙）
追
遠
訓
自
序
（叫椥元年）
（助力）
甲
申
の
五
月
四
日
妻
死
す
、
然
る
我
年
己
に
老
、
且
子
少
ふ
也
、
鵬
ハ
我
没
お
よ
び
「
弁
」
は
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
、
右
寄
せ
に
し
た
。
畳
字
（
繰
り
返
し
記
号
）
は
、
漢
字
一
宇
の
場
合
は
「
々
」
、
ひ
ら
が
な
一
宇
は
「
Ｌ
」
、
カ
タ
カ
ナ
一
宇
の
場
合
は
「
、
」
を
使
用
し
、
二
字
以
上
の
場
合
は
「ノー」を使用した。また、「６」Ⅱ（より）・「ど」Ⅱ（こと）・「丁」
Ⅱ
（
こ
と
）
な
ど
の
合
字
は
、
原
本
の
通
り
に
表
記
し
た
。
平
出
は
原
本
に
准
じ
て
改
行
し
た
。
欠
字
に
つ
い
て
一
宇
欠
字
は
一
宇
の
字
数
を
空
け
、
二
字
欠
字
は
二
字
分
の
字
数
を
空
け
た
。
後
筆
と
思
わ
れ
る
部
分
（
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
）
に
つ
い
て
は
、
全
て
ル
ビ
行に配置した。
麹
篭
劇
一一一
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後、子孫をして此家の来由を知しむる者なく、昭穆不審、先祖の
祭礼を廃せんどを、故に敬て祖考より霊位年月を箸し、加租其行
事を述て遺之、瑳乎、子孫我質行の不善を視て蝋を引、自塀惰者
あらんか、然といへとも、先人、此家業を創給ふどの容易からさ
ろを察ハ、連を追ひ、家を齋、身を脩の一助ならん而己、
明
和
元
年
棚
七
月
十
五
日
高
津
伊
兵
衛
幸
通
追
遠
訓
巻
之
上
抑
我
先
祖
ハ
尾
張
国
の
人
な
り
、
寛
永
の
頃
よ
りヒサギ
勢州四日市中町に住、雑穀・油・干鰯を鷲、
カ
ツ
レ
イ
ア
エ
グ
ク
ク
褐
衣
綱
食
に
し
て
敢
て
濁
福
を
不
羨
、
康
妻
子
を
イ
義、高寿にして終給ふ、
寛
文
八
年
ｆ
十
一
月
二
十
一
日
天
室
宗
眞
居
士
俗
名
高
津
与
治
兵
衛
我
曽
祖
父
也
勢
州
四
日
市
建
福
寺
葬
明
和
元
年
迄九十七年二及
寛文十年庚戌二月十二日
大
空
妙
圃
大
姉
妻我
曽
祖
母
我
祖
父
則
御
父
の
護
を
受
、
又
与
次
兵
衛
と
名
の
り
、
家
業
相
続
し
給
ふ
、
天
然
禅
学
を
好
、
観
心
座
禅
し
て
無
我
の
法
に
通
達
た
ま
ひ
し
と
也
、
子
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
四人あり、嫡子ハ我伯父杢兵衛殿、次ハ女、
同
国
泊
村
九
郎
兵
衛
殿
へ
嫁
、
次
女
同
国
赤
堀
村
喜
右
衛
門
殿
へ
嫁
、
四
男
ハ
我
父
也
、
元
禄
四
年
、
十
三
歳
に
て
江
戸
へ
下
、
小
船
町
一
丁
目
油
屋
太
郎
吉
と
い
ふ
人
の
許
へ
年
季
奉
公
勤
給
ふ
、
天
性
正
直
に
し
て
辛
苦
を
不
厭
、
果
断
に
し
て
商
に
慧
、
二
十
歳
の
頃
、
数
多
の
先
輩
を
越
、
主
人
の
代
に一ア
大
坂
へ
登
、
松
平
筑
前
守
様
の
御
蔵
屋
敷
に
於
、
得
か
た
き
過
分
の
金
を
受
取
、
抜
群
の
奉
公
し
た
ツ
ト
ノ
り
ま
い
し
と
か
や
、
夫
よ
り
屋
敷
方
の
務
を
承
、
昼
ヌ
ガ
シ
キ
ハ
袴
を
不
脱
、
夜
は
見
世
商
の
指
揮
、
番
頭
次
ヘ
ン
シ
ウ
ジ
ン
ジ
ユ
ン
ザ
ン
兵
衛
を
始
、
是
を
偏
執
し
て
浸
潤
の
識
を
槽
、
ヲ
ヨ
ピ
シ
ャ
シ
イ
サ
メ
オ
ヨ
ヒ
蟹
主
人
の
著
侈
を
謙
、
争
給
ふ
ど
数
度
に
速
し
か
シ
イ
フ
キ
ヤ
ウ
モ
ト
ヨ
リ
レ
ン
ケ
ツ
は
、
良
薬
口
に
苦
、
遂
に
不
興
を
受
、
素
廉
潔
タ
ク
ワ
イ
に
し
て
一
銭
の
貯
な
し
、
為
か
た
な
く
青
物
町
甚
右
術
門
と
い
ふ
人
の
所
へ
出
居
衆
と
な
り
、
四
日
ワ
ヅ
カ
市の土手蔵前にて、僅の塩魚・干魚を売、
ヲ
方
、
ソ
キ
カ
ツ
シ
ノ
キ
渡
世
し
玉
ふ
、
寒
暑
を
冒
、
飢
渇
を
凌
、
力
行
辛
モ
ウ
ケ
タ
ク
ワ
イ
労
、
四
・
五
年
の
間
に
乾
金
一
一
百
余
両
儲
貯
、
小
ヨ
ウ
ヤ
ク
サ
カ
ン
船
町
三
丁
目
へ
店
を
出
、
是
よ
り
勢
漸
盛
に
し
て
エ
イ
リ
・
ソ
願
利
増
倍
、
居
宅
の
地
を
賀
、
専
勢
州
の
父
母
。ソ
ス
ク
イ
を
義
、
兄
を
助
力
、
赤
堀
の
急
を
救
、
泊
村
タ
ス
ケ
ヲ
キ
ナ
イ
を
資
補
給
ふ
、
然
而
伊
勢
屋
仁
兵
衛
と
い
ふ
人
よ
二
一
一
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正徳三宍Ｕ六月十九日
林
中
安
川
勝
士
俗
名
油
屋
安
右
衛
門
ス
イ
キ
ヨ
我
父
を
吹
挙
せ
し
人
正徳五乙蝋四月Ⅱ二日
宗
祐
禅
定
門
俗
名
油
屋
太
郎
吉
我
父
の
主
人
也
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
ツ
ク
ノ
イ
リ
貸
金
の
職
に
松
平
加
賀
守
様
の
干
肴
御
用
を
護
キ
ヤ
ウ
ソ
ク
ツ
イ
マー
受
、
益
饒
足
Ｉ
〕
て
寛
に
二
町
目
の
屋
敷
ま
て
買
獲
ソ
ス
ミ
ヤ
カ
シ
ヲ
モ
ン
ミ
ル
リ
ン
キ
ヨ
給
ふ
、
其
切
何
速
な
ヲ
⑨
、
蓋
顧
に
今
隣
町
に
巨
力
ソ
ウ
ル
万の富多、我家の如ハ算に不足‐｛」いへとも、
モ
ト
イ
ハ
ン
メ
父
ハ
微
賎
の
小
業
を
以
、
此
基
を
創
給
ふ
、
ア
ニ
ア
キ
ン
ト
マ
ー
イ
ケ
ッ
イ
ワ
ア
・
些
異
賢
人
の
英
傑
と
謂
さ
る
へ
け
ん
や
、
憶
其
子
ナ
ン
ソ
として我誕如斯不肖なヲ（》、其頃石峯和尚大
坂
よ
り
御
下
向
あ
り
、
堀
江
町
に
於
梅
天
禅
師
の
千
コ
ゾ
リ
法
炬
を
挙
、
見
性
の
道
を
照
給
ふ
、
帰
依
の
僧
俗
サ
ン
甚多、我父＆凸）和尚に参し修行地に入玉ふ、
麦
に
安
右
衛
門
と
云
人
あ
り
、
始
よ
り
我
父
を
子
コ
ト
ク
ス
、
〆
の若せられしか、此人の勧に由て、父一一一十
メ
ト
リ
イマ・ソ
二
一
歳
の春、本所より我母を姿給ふ、是乃法
流
の
因
あ
る
所
以
也
、
正
徳
二
王
侭
年
、
兄
出
生
給
ふ
、
童
名
長
太
郎
と
名、（唯惚）
ソ
ノ
ノ
チ
同叩午四年、我出生、童名伊之助、蕨后母の
（一町Ⅲ力）
御
父
ハ
、
本
所
一
目
の
材
木
商
一
元
を
次
の
聟
に
譲
て
、
石
原
と
い
ふ
所
へ
閑
居
な
さ
れ
、
世
事
を
去
ア
ン
ゼ
ン
て
、
姿
然
と
し
て
御
往
生
あ
り
、
享
保
元
年
俶
閏
二
月
十
四
日
知
郭
長
生
居
士
俗
名
岡
田
屋
喜
兵
術
谷
中
善
昌
院
葬
六
十
二
歳
我
外
祖
父
也
明和元年迄四十九歳―一成
（７慨一一）
セ
ツ
シ
ヤ
翌
年
七
月
、
妹
い
よ
出
生
、
母
ハ
産
後
泄
潟
不
止
、
終逝去、
享
保
二
年
部
八
月
十
七
日
蘭
溪
理
秀
大
姉
俗
名
お
は
っ
深
川
面
雲
寺
葬
二
十
四
歳
我
母
也
御
俗
名
を
落
す
ハ
、
子
孫
を
我
母
も
石
峯
和
尚
へ
参
礼
し
て
修
道
の
人
也
、
和
上
小
ク
し
て
艸
僕
に
此
名
を
識
し
め
尚
入
院
の
岡
に
て
本
堂
造
営
い
ま
た
な
れ
と
も
、
んか為也、
此
御
寺
へ
葬
へ
き
よ
し
御
遺
言
な
さ
れ
し
と
か
チ
ナ
ケ
キ
や
、
兄
も
我
も
幼
稚
な
り
、
父
の
御
歎
、
祖
母
の
７
モ
イ
ヤ
ル
ヒ
ト
、
ナ
ル
虹
謹
寺
ハ
往
年
数
度
の
回
禄
御
愁
傷
想
像
へ
し
、
我
々
長
ま
て
此
祖
母
の
御
養
シ
ヨ
ウ
ド
に
、
寺
号
の
ご
『
残
て
焦
土
育
・
御
慈
愛
比
る
に
も
の
な
し
、
浜
町
の
隠
居
所
シ
ケ
リ
タ
ク
プ
イ
ク
に
草
生
滋
り
、
卓
禅
和
尚
ハ捨置、偏に我々を撫育の外、他なし、
ネ
ン
ゴ
ウ
ブ
カ
ク
ゾ
ウ
Ｐ
ヒ
ト
リ
七
、
（京似．．）
苦
深
草
駈
に
独
、
萠
々
と
同
年
、
本
所
に
も
女
子
出
生
す
、
然
と
い
へ
と
も
（紅畔．年〉
・ンニンＯソユ
ウ
ト
ク
ソ
コ
バ
ク
し
て
住
給
ひ
し
か
、
当
春
石
此
聟
遜
儒
に
し
て
家
業
に
疎
、
暫
の
間
に
若
干
の
ツ
ク
ノ
イ
ツ
イ
ヨ
ツ
テ
コ
レ
ニ
〈
峯
和
尚
入
院
ま
し
ま
し
て
よ
借
金
償
か
た
く
、
遂
に
家
を
亡
、
因
迩
叔
母
離
別
シ
リ
ソ
キ
（
享
保
一
二
）
り
以
来
、
参
詣
群
集
し
て
叢
、浜町へ退給ふ、其翌年、父、勢州より大
中さなから如市、於斯一一
坂
へ
御
登
、
始
て
須
磨
屋
三
郎
右
衛
門
・
岩
田
寺
院
再
興
の
た
め
、
我
父
、
屋
喜
兵
衛
両
家
に
於
て
鰹
節
御
仕
入
、
御
滞
留
の
ア
ト
ソ
ス
金百両寄附、ソ玉フ、夫よ
通にて妹砠、
〈
杁
母
。
、
叩
〉
ク
リ
施
主
多
、
翌
戌
夏
造
営
全
二
三
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成就、享保三戊戌四月廿三日
芳
旭
童
女
俗
名
い
よ
――才
我
妹
也
手
形
之
事
此
度
瀬
戸
物
町
現
金
店
御取立二付、右之店
拙
者
共
二
御
預
被
成
慥
一一預申候、御公儀様
御法度之儀考不巾及、
火
之
用
心
念
入
、
其
外
仕
落
不
仕
様
相
守
可
申
候、店勘
定
之
儀
、
買
高
相
改
受
取
、
売
出
之
義
貸
殿
御
立
合
之
上
、
札
付
一一仕売可申候、店卸
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
カ
ン
コ
ウ
祖
母
ハ
愈
我
々
を
太
切
に
御
養
育
、
衣
食
玩
好
御
心
を
委
給
へ
と
も
老
の
惰
力
不
能
に
よ
り
、
叔
母
（田）
へ
再
姻
を
説
た
ま
ふ
、
始
敢
て
許
容
し
給
ハ
さ
り
しかとも、老母の辛労忍かたく、孝心を以、
享保四己糞年の春、娘お吟を連、我々養育の
た
め
来
聰
あ
り
、
不
日
に
祖
母
ハ
宜
雲
寺
に
て
御
剃
髪
、
法
名
永
松
尼
、
享
保
五
山
子
年
春
、
瀬
戸
物
町
へ
鰹
節
現
金
見
世
御
出
な
さ
れ
、
先
年
安
右
衛
門
殿
に
動
た
る
源
兵
衛
を
支
配
人
と
し
給
ふ
、
（さ》・佃呼兀胆）
（享保）
今
年
弟
長
二
郎
出
産
、
同
六
Ｆ
胚
年
四
月
、
父
勢
州
一
一
」
』
チ
ヘ
御
登
、
十
歳
の
兄
御
伴
祖
父
へ
対
面
、
直
に
大
（収保六年）
坂へ御登、秋に至て御下向、此冬出店類焼、
其
刷
御
公
儀
よ
り
土
蔵
作
に
可
致
と
の
御
触
有
刈り
之
に
よ
り
隣
町
に
柚
て
、早速蔵造になされ、
や（ｂ〃ご已
益一繁栄、小船町の仲間これを獄、問屋四軒・
卜
０
勺
カ
タ
仲
買
六
拾
五
人
徒
党
耐
、
此
店
を
不
潰
ハ
仲
間
を
ハ
プ
ク
巳〆勾夕・『、
省
へ
し
と
云
、
元
来
父
恵
ミ
給
ひ
大
坂
及
熊
野
荷
ア
ラ
カ
シ
ノ
ソ
ナ
ヘ
イ
サ
Ｕ
カ
ユ
ウ
ヨ
物
予
其
備
な
さ
れ
し
ゆ
へ
、
卿
猶
予
な
く
仲
間
ハ
ナ
レ
ア
エ
テ
サ
マ
タ
ケ
を離玉へとも、肯て妨なＩ）、然而其問屋。
宜
雲
寺
葬
二
度
宛
仕
、
目
録
相
渡
可申候、
諸勝負事致間敷候、
店
卸
勘
定
之
上
、
不
足
之
義
有
之
候
ハ
、
、
五
人御懸可被成候、
何二不寄、店頭の下
知
受
可
申
侯
、
喧
嘩
口
論
仕
候
ハ
、
、
店
頭
了
簡を以隙出可申候、
四
人
之
内
不
届
候
ハ
、
不隠置、貴殿江可申
達候、
右
之
条
々
堅
相
守
可
申
侯
、
為
後
日
手
形
佃
如
件、
源
兵
衛
平
四
郎
月
日
市
兵
衛
喜
六
五
兵
衛
伊
勢
屋
善
三
郎
伊
兵
衛
殿
小
兵
衛
カ
ヘ
ツ
コ
ト
コ
ト
ク
ノ
ツ
コ
ク
仲買、反て畢滅尅せり、其中一二・四軒、
ル
今
に
名
跡
の
残
あ
り
と
い
へ
と
も
、
皆
其
子
孫
に
あ
ら
す
、
是
其
頃
其
商
浮
花
に
し
て
約
な
る
事
を
蓋
と
し
、
主
人
ハ
主
人
之
交
会
而
放
驍
を
以
互
に
誇
、
手
代
ハ
手
代
と
党
与
而
姦
曲
の
勝
た
る
を
贋
’千
な
り
と
す
、
問
屋
ハ
中
買
に
失
、
中
買
ハ
外
店
に
亡
、
我
父
斯
を
不
萌
に
察
、
子
孫
の
た
め
に
仲
間
を離給ふ、是所謂君子ハ機を見て作といふ
ものに非や、
二
四
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（申保）
（徒）
俗
名
長
肋
宜
雲
寺
同
七
露
年
、
家
内
不
残
瀬
戸
物
町
へ
御
徒
、
小
船
父
当
秋
勢
州
よ
り
迎
来
総
ふ
町
の
見
世
ハ
源
兵
衛
に
与
給
ふ
、
勘男也、
本
郷
御
屋
敷
ハ
、
先
年
御
嫡
男
若
狹
守
様
へ
御
城
ヨ
オ
ヒ
タ
、
・
ソ
ク
よ
り
松
姫
君
様
御
人
輿
以
来
御
用
瀞
有
之
、
且
宰
相様の御息女を以、松平右衛門督様江御婚
ス
礼
有
之
、
因
幡
御
前
様
と
称
、
此
御
用
干
肴
・
青
物・水菓子等、父へ被仰付、
享保七価闘七月二十七日
大
磯
即
腰
上
座
俗
名
高
津
与
次
兵
術
八
十
一
歳
我
祖
父
也
勢
州
四
日
市
建
福
寺
葬
享保七壬煎八月三日
不
生
童
子
母
御
塵
男
子
死
而
生
宜
雲
寺
我
弟
也
（騏低）
同凹八灸卯年、本郷殿様御隠居、相公様と奉称、
若
狭
守
様
乃
加
賀
守
様
に
被
為
成
、
御
家
督
の
御
祝義等御用多、
享保八憂卯九月廿日
霜
含
童
子
母
御
巌
男
子
数
日
耐
死
宜
雲
寺
我
弟
也
秋
相
公
様
の
御
養
女
長
姫
様
を
酒
井
左
衛
門
尉
様
へ
御
婚
礼
有
之
、
後
に
神
田
御
前
様
と
称
、
是
も
享
保
六
徴
十
二
月
七
日
雪
堆
良
梅
禅
定
門
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
伊
兵
術
と
改
、
家
督
被
成候、若年二付、我
々
三
人
致
支
配
、
当
年
６
十
年
之
内
見
届
、
看
房仕候棟奉畏候、
此
ふ
し
店
ハ
、
川
見
世
同前二勘定格別二仕
立
、
貯
方
惣
入
用
金
三
分
一
見
世
６
償
、
三
分
ニ
ハ
御
屋
敷
御
用
之
御
預
を
以
俄
、
尤
入
用
内
外
共
、
費
無
之
椴
二
気
を付可申候、
ふ
し
店
延
金
御
立
合
吟
衛
門
殿
元
服
被
成
、
則
一札之事
此度旦那病気二付、
法
体
被
成
、
無
心
入
道
殿
卜
申
候
、
就
夫
伊
右
又
御
用
被
仰
付
に
よ
り
、
父
ハ
日
々
に
屋
敷
方
御
勤
役
人
衆
を
饗
応
、
心
な
ら
す
大
酒
も
な
さ
れ
し
とかや、
（
ｉ
）
 
同九剛阯年一一月初午、兄十三歳、半元服なさ
れ、伊右衛門と改、
（享保九年）
五
月
九
日
、
相
公
様
御
逝
去
、
御
悔
の
た
め
御
中
屋
敷
へ
父
御
勤
路
よ
り
中
風
の
御
症
、
家
内
驚
僅
ク
し
て
針
・
薬
術
を
尽
と
い
へ
と
も
、
逐
日
重
、
難
治
の
病
、
其
冬
御
法
体
な
さ
れ
無
心
と
御
改
、
兄
元
服
伊
兵
衛
と
改
、
万
代
屋
清
左
衛
門
殿
後
見
に
て屋敷方御勉、斯より見世の商次第一一減衰、
（享傑）
同ｆ十年秋、父伊豆士ロ名の温泉へ万代屋漬
三
郎
御
伴
、
此
清
三
郎
ハ
泊
村
九
郎
兵
衛
殿
の
嫡
子
な
り
、
幼
少
よ
り
我
父
に
随
身
、
壮
年
に
及
、
ツ
カ
ワ
シ
清
左
衛
門
殿
方
へ
聟
に
過
給
ふ
、
蒜
持
参
金
の
外
ツ
ク
ノ
ワ
に一一百一ハ十両余貸あり、終に不償、然に
（享保几）
去
年
よ
り
足
を
病
て
不
起
、
（
蘭
）
同十一蘭午年春、九郎兵衛殿下向、是父及清
ウ
カ
、
ウ
ーーー郎之病を間かため也、四月帰国の時、祖
母
と
我
及
清
左
衛
門
殿
同
道
に
て
大
和
巡
、
六
月
下
向
、
此
夏
因
幡
御
前
棟
の
生
肴
御
用
被
仰
付
、
ス
イ
キ
ョ
シ
父病中たりといへとも役人衆の推挙如斯、
一
一
五
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享保十色ｕ四月十四日
夏
岳
全
涼
禅
定
門
俗
名
茂
左
衛
門
宜
雲
寺
本所以来御召仕の勘男也、
伊
せ
や源兵
衛
殿
同
八
兵
衛
殿
伊
せ
や
伊
兵
衛
殿
万
代
や情三
郎
殿
宜
雲
寺
様
池
田
屋
宇
兵
衛
喜
兵
衛
殿
清
兵
術
万
代
屋
儀
兵
衛
澗
左
術
門
殿
享保九戯十一月
列
座
之
方
々
、
早
速
沙
汰可仕候、価加川件、
身持不届御座侯ハ、、
味
之
上
、
十
分
一
御
除
置、十年目一一伊之介
殿と我々三人配分可
被下旨承知仕候、
旦
那
殿
・
伊
之
介
殿
御
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
（
閲
）
リ
ヤ
ウ
同十一一丁未年夏、宜雲寺の門寮に御幽居、
（
侭
ト
ー
熊
）
上
九
月
勢
州
へ
御
登
、
是
母
へ
御
対
面
萱
保
養
の
た
め也、
〈戒保）
同十一二戊叩年春、我元服而茂兵衛と改、七月
出す、
（愚）
同十一二戊螂三月、与兵衛暇
を乞、願て向へ米邸をⅢ、
（
…
し
“
）
四
月
、
日
光
御
社
参
、
家
内
不
残
本
郷
万
代
屋
七
兵
衛
宅――て奉拝、
衛
暇
を
願
、
八
丁
堀
へ
店
を
享保十乙巳十二月五日
寒
了
幽
雪
禅
定
門
宜
雲
寺
俗
名
卯
兵
衛
、
始
の
名
平
四
郎
と
い
ふ
、
勢
州
桜
一
色
村
の産而、幼少より来勤、
壮年二及、父の代に大坂
へ
登
、
屡
遊
所
へ
行
、
頃
年（瞭力）
婚
癒
を
苑
、
百
療
不
効
鼻
附
而死、
享保十二年Ｔ＊六月、義兵
ソ
ヨ
ク
カ
ナ
イ
父病藤に有〒｛｜凡六年、右の半身遂たまハす、
ダ
ン
タ
ン
ク
ワ
ッ
シ
コ
ハ
パ
リ
キ
が
コ
ト
コ
ト
ク
タ
ス
ク
手足灘痩、口渦、舌強、衣食起臥、威援之、
ド
ウ
ン
ジ
ヨ
ク
カ
キ
（享保十二）
イ
エ
ル
シ
動止褥を界、然に去年よ●、ソ少く塵か如、一
．
ホ
ヨ
ク
・一一丁の行歩、渚兵衛・徳兵衛輔翼て、左
ツ
キ
タ
ス
ケ
ハ
コ
こ
の
御
手
に
杖
、
右
の
御
足
ハ
新
九
郎
相
運
、
甚
弥
セ
ウ
キ
タ
ッ
サ
ヘ
ツ
マ
ヅ
キ
ウ
ツ
サ
ン
ジ
ハ床机を携、衝に踞給ひ、病欝を散玉ふ、
サ
ワ
キ
イ
ト
ウ
奥
ハ
児
童
の
騒
を
厭
て
間
見
世
に
御
寝
、
（虹ワ似）
ゲ
ン
同十四色百年、春の験もなく母と祖母ハロｕ夜
イ
カ
仏神を祈給ふ外なし、誓願争て怠たまハん、
（哀史十四年）
然
に
四
月
十
七
口
Ⅱ
卯
刻
、
見
世
よ
り
看
病
の
者
ア
ハ
タ
、
・
ソ
ク
連母を招、母周章て御出、祖母・我々△←）帯 ソゴ
伯父杢兵衛殿下向、父に謁曰、予近年商齪鰯
ウ
シ
ナ
ウ
テ
ニ
ー）て不如意、加之連に愛子八人を喪、由是
ツ
キ
茂兵衛に金幾許を附て、予か嗣と為へ－し、
ト
ン
セ
イ
ハ
キ
ヤ
ク
不然遁世Ｉ）て先祖の家を破却せん、父応対
チ
ウ
チ
ヨ
ノ
タ
ス
ケ
蹴
曙
、
母
曰
、
茂
兵
衛
ハ
兄
の
相
也
、
長
次
郎
を
キ
ヨ
ヤ
ウ
十
五
歳
二
逮
て
必
奉
へ
し
と
、
伯
父
許
容
、
譲
金
テ
カ
ヘ
シ
を定還給ふ、
一一一ハ
Hosei University Repository
ハ
シ
リ
コ
キ
ウ
イ
ヒ
キ
を
曳
て
奔
出
て
伺
に
、
呼
吸
常
な
ら
す
、
肝
大
に
サ
メ
ロ
ウ
ハ
イ
ー）て不醒、家内狼狽して為ところを不知、
ヨ
ウ
エ
ラ
ハ
ア
ツ
ム
ル
Ｔ
、ソ
良医・庸医を不択、聚Ｔ亡市の如といへとも
パ
ク
ラ
ン
ケ
ッ
レ
イ
シ
ン
カ
ウ
脈
乱
、
手
足
厭
冷
、
灸
鍼
効
な
く
、
湯
薬
不
下
、
嶋呼哀哉、
享保十四ｕ門四月十七日
高
津
氏
大
活
無
心
居
士
俗
名
伊
勢
屋
伊
兵
衛
佐
幸
宜
雲
寺
五
十
一
歳
我
父
也
明和元年迄三十六年一一及
卜
ウ
コ
ク
コ
ウ
キ
ウ
ハ
ラ
ハ
タ
夕
、
ロソ
働
突
号
泣
、
腸
を
断
さ
る
無
、
酉
刻
石
峯
和
尚
・
即
日
趾
御
薙
髪
法
名
命
松
尼
清
左
衛
門
殿
・
渚
三
郎
・
源
兵
衛
・
祖
母
・
母
公
過
物
・
清
兵
衛
列
座
に
て
、
兄
と
我
を
召
た
ま
ひ
、
兄
ア
ダ
金
Ⅱ
両
宜
雲
寺
に
筆
硯
を
与
て
書
し
め
給
ふ
、
金
廿
両
艮
音
様
証
文
之
事
金
五
両
杢
兵
衛
様
一
我
々
親
父
存
生
之
内
、
兼
々
被
仰
置
候
趣
、
金
十
五
両
利
右
衛
門
殿
慥’一承届候所、左之通一一御座候、一一剛
以上
一
小
船
町
三
丁
目
家
屋
鋪
壱
ケ
所
茂
兵
衛
此
利
右
衛
門
ハ
油
屋
安
右
衛
上
門
殿
の
猶
子
に
し
て
姿
容
美
レ
イ
腿
、
壮
年
６
堺
町
・
吉
原
に
イ
サ
メ
金を質、我父の諌を不用、
遂に家を波、今ハ尾州の
名古屋に有、此金を無程
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
因
幡
御
前
様
青
物
御
用
外
売
上
置
候
代
金
共
右
ハ
片
付
候
節
相
渡
可
申
候
一一一男
金一二百両
長
次
郎
金
五
拾
両
お
き
ん
右
ハ
片
付
候
節
、
此
金
子
相
添
、
仕
立
之
儀
金
百
両
着
、
油
屋
佐
兵
術
殿
伴
ひ
、
（乎伍Ｉ円耶〉
己
酉
五
面
河
廿
四
ｎ
回
に
象
到
遣捨面、入水而死、
情
三
郎
源
兵
衛
清
兵
衛
ユウ
ゾ
ウ
瑳
々
此
日
奈
何
な
る
日
そ
や
、
悠
々
た
る
蒼
天
、
キ
ホ
ウ
イ
タ
ラ
ソ
ク
ト
ン
レ
イ
此家をして危亡に蕊しむ、親属者貧戻なり、
ハ相応二致世話、遣可申候、
一母義、末々共二兄伊兵衛方一一御座候共、
又別家望二候ハ、、隠居雑用として一
ヶ月一一金壱両宛、汗一一下女・下男の給
金
・
店
賃
等
迄
伊
兵
衛
方
６
急
度
指
出
可
申
候、
右之通御遺言一一相違無御座候、何時成共
銘
々
片
付
候
節
、
相
渡
可
申
候
、
為
後
日
、
価
而如件、
伊
兵
衛
印
享
保
十
四
年
酉
四
月
十
七
日
茂
兵
衛
印
長
治
郎
永
松
尼
母義様
前
書
之
通
、
親
父
存
生
之
内
被
仰
置
候
儀
、
我
々
立合致承知候所、相違無之候、価而加判、
如件、
二
七
清
左
衛
門
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享
保
十
四
年
汁
十
二
月
十
一
日
直
得
永
松
比
丘
尼
俗
名
お
た
つ
六
十
六
歳
我
外
祖
母
也
（７促１円卯〉
八面刺、奥の居宅を普謂、
十一月一一成就、
兄と我等、芝へ見物二行、
喪に居て不謹と云シへし
（享保ｌＮ叩匝Ⅲ〉
同
月
伯
父
下
向
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
ヨ
ウ
チ
ウ
ホ
ウ
ト
ウ
コ
、
ウ
タ
ノ
ム
我々幼沖溌蕩にＩ）て家職を不知、股肱と懸
ア
ン
セ
イ
イ
ン
イ
ッ
タ
シ
ム
（
マ
マ
）
キ
ウ
情
兵
衛
ハ
緩
猜
に
Ｉ
）
て
婬
快
を
噌
、
仁
兵
衛
ハ
急
ト
ウ
シ
ノ
キ
ジ
ウ
シ
ユ
惇にＩして人を凌、善兵衛ハ柔儒にＩして用に卍・一夕
不足、利兵衛・新兵街ハ若年也、其外ふい）威
卜
セ
ウ
ト
モ
カ
ラ
ア
ヤ
ウ
キ
ル
イ
ラ
ン
シ
斗
符
の
曹
の
ご
『
、
危
事
累
卵
の
如
、
祖
母
足
ウ
レ
イ
シ
ユ
ク
ヤ
ヲ
シ
エ
イ
マ
シ
メ
モ
ト
ョ
リ
ハ
ナ
ハ
タ
を
卯
、
夙
夜
に
我
々
を
教
誠
給
ふ
、
素
我
を
絶
御
慈
愛
あ
り
、
橋
本
町
の
屋
敷
を
御
譲
、
茂
兵
衛
と
弘
さ
せ
総
ふ
、
特
に
我
に
命
而
此
店
賃
の
内
、
一
月
金
弐
歩
宛
、
お
き
ん
に
可
遺
と
也
、
抑
此
屋
敷
ハ
往
昔
、
祖
母
本
所
へ
嫁
給
ふ
時
、
御
父
佐
久
間
町
尾
張
屋
仁
兵
衛
殿
よ
り
譲
受
給
ふ
湯
島
四
丁
目
ケ
イ
エ
イ
の屋敷也、聖堂御経営の節、御公儀へ被一匁ロ
ウ
リ
ケ
ン
上
、
代
地
と
し
て
此
所
を
被
下
ゆ
へ
に
沽
券
湯
島
シ
セ
イ
ゲ
ン
コ
ウ
と
あ
り
、
祖
母
資
性
厳
厚
に
Ｉ
）
て
女
な
か
ら
先
祖
イ
ヲ
シ
エ
セ
メ
の遺宝を不失、子孫を諭責給ふ事、亦切也、
固
一
一
老
年
の
御
心
労
ゆ
へ
に
や
、
其
冬
仮
染
の
御
ノ
ウ
脳
に
て
逝
去
し
給
ふ
、
母
の
御
か
な
し
ミ
何
を
タ
ク
フ
ル
以比へけんや、
（
慨
）
翌十五蝶年正月一二日、因幡御前様進物生鯛
直
段
付
の
致
方
不
宜
よ
し
に
て
、
生
肴
御
用
被
宜
雲
寺
（収似卜匝琳）
一二月伯父下向
召上、尾張屋久右衛門といふ者へ被仰付、
此
久
右
衛
門
ハ
御
家
老
内
藤
十
兵
衛
殿
へ
出
入
、
エ
ネ
イ
シ
パ
シ
パ
チ
ヤ
ウ
セ
ウ
コ
ピ
。
、
諮
按
に
し
て
屡
己
か
宅
へ
招
請
シ
、
妻
を
以
媚
、
斯
チ
ヤ
ウ
ア
イ
レ
ヘ
ン
（
享
保
十
円
年
）
を
以
内
藤
甚
寵
愛
而
、
彼
に
与
た
め
、
去
冬
我
方
コ
ヘ
コ
レ
タ
、
リ
ヘ金弐拾両乞求、然に莚を貸さるの崇也、
其
後
当
時
の
御
用
代
ハ
御
現
金
払
、
是
迄
の
滞
金
者
二
十
年
賦
に
可
被
下
の
よ
し
被
仰
出
ゆ
へ
、
右
ル
ー
生
肴
御
用
不
被
仰
付
お
ゐ
て
ハ
御
年
賦
得
心
の
印
サ
エ
キ
ツ
形難仕の』曰、清兵衛遮てこれを願、益不首
尾にして御用不残被召上、干肴ハ万代屋、
青
物
・
水
菓
子
行
四
田
久
兵
衛
へ
被
仰
付
、
滞
金
も
御
打
捨
に
な
る
、
鳴
呼
父
在
世
の
時
者
役
人
衆
の
晶
屑
、
他
に
殊
に
し
て
、
折
節
御
奥
へ
連
、
そ
れ
よ
り
数
多
の
女
中
に
誘
れ
、
御
座
敷
・
御
庭
辺
視巡、御簾の内より人形・御菓子被下しに、
今
ハ
御
門
の
出
入
さ
へ
禁
ら
れ
、
願
に
出
巴
も
不
叶
、
久
右
衛
門
・
万
代
屋
・
西
田
、
意
気
揚
々
た
る
を
見
て
、
目
を
順
、
歯
を
切
と
い
へ
と
も
、
如
何とも為へからず、母と我々日夜相対て泣、
（
以
下
次
号
）
二
八
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